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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年11月17日(2016.11.17)

【公開番号】特開2015-69079(P2015-69079A)
【公開日】平成27年4月13日(2015.4.13)
【年通号数】公開・登録公報2015-024
【出願番号】特願2013-204476(P2013-204476)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８１　

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月28日(2016.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　結着樹脂、顔料、離型剤および顔料分散剤を含有するトナーであって、
　前記顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　３１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　１２２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１５０およびＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　２６９からなる群より選ばれる１種以上の顔料であり、
　前記顔料分散剤が、顔料に吸着する吸着成分と、該吸着成分と結合しているポリマー成
分とを有する顔料分散剤であり、
　前記吸着成分が、下記式（１）で示される構造を有することを特徴とするトナー。
【化１】

［前記式（１）中、Ａｒ１、Ａｒ２、およびＡｒ３のいずれかは、単結合または連結基を
介して、ポリマー成分と結合する部位を示し、
　ポリマー成分と結合しないＡｒ１、Ａｒ２、およびＡｒ３は、アリール基を示し、
　ポリマー成分と結合するＡｒ１、Ａｒ２、およびＡｒ３は、アリール基から水素を１つ
脱離して形成される基を示す。
　Ｗは、－ＣＨ２－または＞Ｃ＝ＣＨ－Ａｒを示し、Ａｒは置換基を有してもよいベンゼ
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ン環を示す。
　前記連結基は、アミド基、エステル基、ウレタン基、ウレア基、アルキレン基、フェニ
レン基、－Ｏ－、－ＮＲ１－および－ＮＨＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－からなる群より選ばれる
２価の連結基であり、Ｒ１は、水素原子、アルキル基、フェニル基またはアラルキル基を
示す。］
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　結着樹脂、顔料、離型剤および顔料分散剤を含有するトナーの製造方法であって、
　前記顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　３１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　１２２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１５０およびＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　２からなる群より選ばれる１種以上の顔料であり、
　前記顔料分散剤が、顔料に吸着する吸着成分と、該吸着成分と結合しているポリマー成
分とを有する顔料分散剤であり、
　前記吸着成分が下記式（１）で示される構造を有し、
　下記ｉ）またはｉｉ）に記載の工程を含むことを特徴とするトナーの製造方法。
ｉ）重合性単量体、前記顔料および前記顔料分散剤を含有する重合性単量体組成物を、水
系媒体中にて造粒する造粒工程、および造粒された粒子中に含有される重合性単量体を重
合することによってトナー粒子を製造する重合工程、
または
ｉｉ）前記結着樹脂、前記顔料および前記顔料分散剤を含有するトナー組成物を、有機溶
媒中に溶解または分散させた混合溶液を、水系媒体中にて造粒する造粒工程、および造粒
された粒子中に含有される有機溶媒を除去することによってトナー粒子を製造する溶媒除
去工程。
【化３】

［前記式（１）中、Ａｒ１、Ａｒ２、およびＡｒ３のいずれかは、単結合または連結基を
介して、ポリマー成分と結合する部位を示し、
　ポリマー成分と結合しないＡｒ１、Ａｒ２、およびＡｒ３は、アリール基を示し、
　ポリマー成分と結合するＡｒ１、Ａｒ２、およびＡｒ３は、アリール基から水素を１つ
脱離して形成される基を示す。
　Ｗは、－ＣＨ２－または＞Ｃ＝ＣＨ－Ａｒを示し、Ａｒは置換基を有してもよいベンゼ
ン環を示す。
　前記連結基は、アミド基、エステル基、ウレタン基、ウレア基、アルキレン基、フェニ
レン基、－Ｏ－、－ＮＲ１－および－ＮＨＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－からなる群より選ばれる
２価の連結基であり、Ｒ１は、水素原子、アルキル基、フェニル基またはアラルキル基を
示す。］
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、結着樹脂、顔料、離型剤および顔料分散剤を含有するトナーであって、
　前記顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　３１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　１２２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１５０およびＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　２６９の群から一種以上選ばれる顔料であり、前記顔料分散剤が、顔料に吸着す
る吸着成分と、該吸着成分と結合しているポリマー成分とを有する顔料分散剤であり、前
記吸着成分が下記式（１）で示される構造を有することを特徴とするトナー、
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明は、　結着樹脂、顔料、離型剤および顔料分散剤を含有するトナーの製造
方法であって、
　前記顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　３１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　１２２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１５０およびＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　２からなる群より選ばれる１種以上の顔料であり、
　前記顔料分散剤が、顔料に吸着する吸着成分と、該吸着成分と結合しているポリマー成
分とを有する顔料分散剤であり、
　前記吸着成分が前記式（１）で示される構造を有し、
　下記ｉ）またはｉｉ）に記載の工程を含むことを特徴とするトナーの製造方法。
ｉ）重合性単量体、前記顔料および前記顔料分散剤を含有する重合性単量体組成物を、水
系媒体中にて造粒する造粒工程、および造粒された粒子中に含有される重合性単量体を重
合することによってトナー粒子を製造する重合工程、
または
ｉｉ）前記結着樹脂、前記顔料および前記顔料分散剤を含有するトナー組成物を、有機溶
媒中に溶解または分散させた混合溶液を、水系媒体中にて造粒する造粒工程、および造粒
された粒子中に含有される有機溶媒を除去することによってトナー粒子を製造する溶媒除
去工程。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明者らは、鋭意検討を行った結果、以下のトナーによって上記の課題を解決できる
ことを見出した。
　すなわち、結着樹脂、顔料、離型剤および顔料分散剤を含有するトナーであって、
　前記顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　３１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　１２２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１５０およびＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　２６９からなる群より選ばれる１種以上の顔料であり、前記顔料分散剤が、顔料
に吸着する吸着成分と、該吸着成分と結合しているポリマー成分とを有する顔料分散剤で
あり、前記吸着成分が下記式（１）で示される構造を有することを特徴とするトナーであ
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
＜製造方法＞
　次に本発明のトナーの製造方法について説明する。
　すなわち、結着樹脂、顔料、離型剤および顔料分散剤を含有するトナーの製造方法であ
って
　前記顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　３１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　１２２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１５０およびＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　２６９からなる群より選ばれる１種以上の顔料であり、
　前記顔料分散剤が、顔料に吸着する吸着成分と、該吸着成分と結合しているポリマー成
分とを有する顔料分散剤であり、
　前記吸着成分が、前記式（１）で示される構造を有し、
　下記ｉ）またはｉｉ）に記載の工程を含むことを特徴とするトナーの製造方法である。
ｉ）重合性単量体、前記顔料および前記顔料分散剤を含有する重合性単量体組成物を、水
系媒体中にて造粒する造粒工程、および造粒された粒子中に含有される重合性単量体を重
合することによってトナー粒子を製造する重合工程、
または
ｉｉ）前記結着樹脂、前記顔料および前記顔料分散剤を含有するトナー組成物を、有機溶
媒中に溶解または分散させた混合溶液を、水系媒体中にて造粒する造粒工程、および造粒
された粒子中に含有される有機溶媒を除去することによってトナー粒子を製造する溶媒除
去工程。
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